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ス
タ
ー
ト
し
て
３
年
目
を
迎
え
た

「
高
島
こ
ど
も
の
宿
」。
昨
年
も
開
催
地

が
増
え
ま
し
た
。
実
施
後
は
子
ど
も
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
見
守
っ
て
く

だ
さ
っ
た
「
こ
ど
も
の
宿
」
推
進
委
員

の
方
、地
域
の
方
々
か
ら
、大
変
よ
か
っ

た
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
こ
ど
も
の
宿
は
、
今

の
時
代
に
必
要
だ
」
と
言
わ
れ
た
方
も

あ
っ
た
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
効
果
が

あ
る
取
り
組
み
で
す
。
地
域
で
は
子
ど

も
と
大
人
と
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
、

ま
た
、
子
ど
も
が
自
分
の
こ
と
は
自
分

で
す
る
気
持
ち
が
強
ま
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
親
が
家
庭
教
育
に
つ
い
て
考
え
直

す
機
会
に
も
な
り
ま
す
。　

　

実
施
を
希
望
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
青

少
年
育
成
室
（

３
２
ー
４
４
５
８
）

ま
で
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
子
ど

も
の
人
数
が
多
か
っ
た
り
、
少
な
か
っ

た
り
、
あ
る
い
は
実
施
す
る
場
所
に
つ

い
て
な
ど
、
課
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

高
島
市
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

の
た
め
に
、
と
も
に
手
を
携
え
ま
し
ょ

う
。

　 社会教育課青少年育成室
　　 （32）4458

　○単位 ･主体
各地域行政区単位
区・自治会役員や小学校ＰＴＡ地区
委員を中心に「こどもの宿推進委員
会」を組織する。

　○期　　間
学期中の２泊３日以上

　○スタッフ
保護者や各種団体など地域の有志、
ボランティア、その他

　○対　　象
概ね小学校４～６年生児童

　○人　　数
　　１実施単位 12人程度
　○開催場所
　　集落集会所・寄宿舎等

◇今年度は、15か所の「こどもの宿」
を計画しています。

◇順次、実施個所を増やしていくこと
を考えています。

・宿へ戻ってからの生活については、
協力して自分の力でやり遂げます
（スタッフは子どもの活動には手を
貸さず、見守りを中心とします）。

・風呂は宿泊場所にあれば利用します
が、もらい湯や体育施設のシャワー
等、各場所で可能な方法をとります。
・早寝早起きの習慣を身につけます。

◆概　要 ◆合宿時の生活

◆今年度の計画

【特集】 守れなかった命を見つめて

　子ども虐待問題についての理解を
深めてもらい、子ども虐待防止の意
識を高めてもらうことを目的に高島
市「子ども虐待防止推進週間」の標
語を募集しています。応募いただい
た作品は、例年11月に厚生労働省
が実施する「児童虐待防止推進月間」
標語にも応募します。

応募締切 ７月５日（月）
　応募方法など詳しくは、市のホー
ムページまたは子ども家庭相談課に
お問い合わせください。

「子ども虐待の早期発見
　　　　～関係機関との連携～」
　　　講師　野田　正人さん
　　　　　　（立命館大学産業社会学部教授）

　日　時　７月３日（土）
　　　　　　13時 30分～15時 20分
　場　所　安曇川公民館（ふじのきホール）
　その他　参加無料、託児あり
　
　 子ども家庭相談課　 （25）8517

あ
な
た
の
言
葉
、
届
け
て
く
だ
さ
い

標語募集中

☎（２５）８５１７

子どもの養育や生活上の問
題、夫婦間の暴力（ＤＶ）な
どの家庭に関する相談に応じ
ています。

子ども家庭相談課　
マキノ　☎（２７）１１２８
今　津　☎（２２）５１０１
朽　木　☎（３８）２３３１
安曇川　☎（３２）４４１３
高　島　☎（３６）８００８
新　旭　☎（２５）８１１０

各保健センター

子育て全般に関する相談に応
じています。

マキノ　☎（２７）８１８７
今　津　☎（２２）４８３３
朽　木　☎（３８）２０７０
安曇川　☎（３３）１５４０
高　島　☎（３６）０６６０
新　旭　☎（２５）３３９９

子育て支援センター

☎（３２）４４０６

いじめや不登校、友達関係の
ことなど教育全般に関する相
談に応じています。

教育相談・課題対応室

☎（３２）３８２４　
原則、中学生以上20歳未満
の青少年を対象とした生活改
善や就学・就労に関する相談
に応じています。

（市少年センター内）
あすくる高島

☎０７７（５６２）８９９６

中央子ども家庭相談センター
内にあります。（24時間対応）

虐待ホットライン

子どもに関する相談機関

　
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
、

児
童
虐
待
防
止
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
ボ
ン
の
こ
と
で
、
子
ど
も
を
虐
待
か

ら
守
り
、
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
が
幸
福
に
な
れ
る
よ
う
に
と
い
う
気

持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
シ
ン
ボ
ル

に
、
全
国
で
「
子
ど
も
虐
待
の
な
い
社

会
」
の
実
現
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
身
に
つ
け
、
虐
待
を

な
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
く
運
動
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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